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主
な
で
き
ご
と 市民と市政の歩み

まちづくり・市民の活躍

　10 月 26 日、根上総合文化会館で、「出張！なんでも鑑定団 in 能美」

の公開収録が行われました。会場は観覧希望者で満席となり、大きな盛

り上がりを見せました。鑑定依頼人５名がそれぞれ自慢のお宝を披露し、

鑑定結果が発表されると会場からは驚きの声や歓声が上がりました。ま

た、テレビでおなじみの司会者と鑑定依頼人との軽妙なトークも繰り広

げられ、終始笑いに包まれた和やかな雰囲気の収録となりました。

　今回の収録は、来年２月以降に放送される予定です。

　過去に能美市表彰を受賞された能美市在住の九谷焼作家６名から特別にご提供いただいた作品をふるさと納税返礼品

として登録しました。（左上から五十音順、敬称略）

　市民の方は、能美市へ寄附していただいても返礼品を受け取ることはできません。市外のご友人やお知り合いにぜひ

ご紹介ください。

　11 月１日から９日まで、第 21 回能美市総合文化祭を開催しました。１日か

らの３日間は、文化協会会員による川柳やちぎり絵などの作品展示、７日か

らの３日間は公民館講座やサークルに通う市民の作品展示を行いました。１

日には文化協会 13 団体による合同公演会、８日には 25 団体による市民文化・

芸能大会を開催しました。楽器演奏やダンス、太鼓演奏などを披露いただき、

会場は多くの人々が舞台を楽しく観賞していました。

　能美市唯一の名誉観光大使である松井秀喜さんから、市誕生 20 周年＆松井秀喜

ベースボールミュージアム開館 20 周年を記念し、ボイスメッセージをいただきま

した。市内外の７か所に設置している等身大パネルの２次元コードから聞くことが

できます。（メッセージに続き、松井さんが声優出演する能美市 PRCM ２本も見られ

ます。）

　今回は特別にこちらの２次元コードからお楽しみいただけます！

▶ ▶ 「松井秀喜さんキャラクター等身大パネル」設置場所

市内…松井秀喜ベースボールミュージアム、根上総合文化会館、能美根上駅、　　

　　　市役所本庁舎、こくぞう里山公園交流館

市外…小松駅、小松空港

※このほか、松井さんの多大なるご協力を得て作成した「お人柄記事」も市ホーム

　ページで絶賛公開中です。こちらもぜひご覧ください。

主
な
で
き
ご
と

10
月
19
日
、
辰
口
福
祉

会
館
で
「
国
際
交
流
ひ
ろ

ば
」
が
開
催
さ
れ
、
約

９
０
０
名
が
多
彩
な
催
し

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
で
は
老
若
男
女
が

色
彩
豊
か
な
民
族
衣
装
姿

で
舞
台
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、

外
国
人
カ
ラ
オ
ケ
で
は
出

場
者
が
祖
国
の
民
族
音
楽

や
日
本
の
演
歌
を
踊
り
や

楽
器
を
交
え
て
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
サ
プ
ラ
イ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
市
観

光
大
使
で
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽

家
の
加
々
美
淳
さ
ん
が
登

場
し
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
が
楽
し
め
る

企
画
が
満
載
で
、
異
文
化

交
流
で
能
美
と
世
界
が
さ

ら
に
つ
な
が
る
一
日
で
し

た
。

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
で
多
彩
な
催
し

能
美
と
世
界
が
つ
な
が
る
一
日
に

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

色絵遠い日陶額・往く
武腰 一憲

川蝉集う絵の飾鉢
武腰 潤

香炉　布袋と唐子文
福島 武山

額皿　青海波青龍文
福田 良則

壺 色絵薔薇「凛」
山岸 大成

飾皿　色絵小紋に四季花鳥図
山田 義明

ラ
ケ
ッ
ト
の
振
り
方
を
実
演
す

る
小
林
愛
美
選
手

10
月
18
日
、
物
見
山
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
チ
ー
ム
で
活
躍
中
の

小こ

林
ば
や
し

愛あ

み美
選
手
が
市
内
中

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
員

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
市
内
中
学
生
を
指
導

１
０
０
人
を
指
導
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
ス
ト
ロ
ー
ク
や

サ
ー
ブ
な
ど
の
基
本
動
作

の
練
習
を
行
っ
た
ほ
か
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ブ

や
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
披
露
さ

れ
、
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

お人柄記事



落
語
を
披
露
す
る
桂
空
治
さ
ん

10
月
24
日
、
福
岡
保
育

園
の
年
長
組
(
き
く
ぐ
み
)

24
人
が
中
庄
町
の
畑
で
加

賀
丸
い
も
の
収
穫
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
中
庄
町
丸

い
も
娯
楽
会
が
毎
年
企
画

し
、
園
児
た
ち
が
市
の
特

産
物
で
あ
る
加
賀
丸
い
も

の
栽
培
を
通
じ
て
食
の
大

切
さ
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

「
中
庄
町
丸
い
も
娯
楽

会
」
の
本
忠
義
さ
ん
か
ら

掘
り
方
の
説
明
を
受
け
た

園
児
た
ち
は
加
賀
丸
い
も

を
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
掘

り
起
こ
し
、
春
の
種
芋
植

え
付
け
か
ら
大
切
に
育
て

て
き
た
加
賀
丸
い
も
の
収

穫
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

福
岡
保
育
園
の
園
児
が
加
賀
丸
い
も
を
収
穫

市
の
特
産
物
を
育
て
　

食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

収
穫
し
た
丸
い
も
を
披
露
す
る
園

児
た
ち
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ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー

観
戦
者
に
能
美
市
を
Ｐ
Ｒ

11
月
２
日
、
金
沢
ゴ
ー

ゴ
ー
カ
レ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

で
、
明
治
安
田
Ｊ
３
リ
ー

グ
の
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
対

ザ
ス
パ
群
馬
の
試
合
が
行

わ
れ
、
市
民
約
４
０
０
人

が
無
料
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
前
に
井
出
市
長
の

激
励
の
言
葉
と
と
も
に
市

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ

ぽ
能
ん
」「
ゆ
ず
美
ん
」
が

登
場
し
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
前
に
出
店

し
た
市
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
は

加
賀
押
し
ず
し
研
究
会
が

「
ほ
の
か
の
併
せ
寿
司
」、

能
美
豚
饅
ぷ
に
ぷ
に
が
「
豚

饅
」
を
販
売
し
、
試
合
開

始
前
に
完
売
す
る
ほ
ど
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

激
励
の
言
葉
を
述
べ
る
井
出
市
長

10広報のみ　2025.12

11
月
３
日
、
根
上
体
育

館
で
、
卓
球
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

Ｔ
リ
ー
グ
加
盟
の
プ
ロ

卓
球
チ
ー
ム
金
沢
ポ
ー
ト

応
援
団
長
の
「
か
わ
ニ
ャ

ン
」
こ
と
川
村
亮
介
さ
ん

が
市
内
卓
球
部
員
(
ク
ラ

ブ
員
)
12
人
を
指
導
し
ま

し
た
。

金
沢
ポ
ー
ト
卓
球
教
室

市
内
卓
球
部
員
を
指
導　

当
日
は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

の
重
要
性
か
ら
、
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー

ブ
な
ど
の
基
礎
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
積
極
的
に
取
り
組
み
、

活
気
の
あ
る
教
室
と
な
り

ま
し
た
。

ラ
ケ
ッ
ト
の
振
り
方
を
実
演
す

る
川
村
さ
ん

市
内
こ
ど
も
園
で
人
権
人
形
劇
・
紙
芝
居
を
上
演

人
形
劇
・
紙
芝
居
で
人
権
を
考
え
る

10
月
21
日
か
ら
11
月
20

日
に
か
け
て
、
小
松
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
能
美
部

会
の
人
権
擁
護
委
員
が
市

人
権
人
形
劇

「
動
物
村
は
み
ん
な
仲
良
し
」

人
権
紙
芝
居

「
こ
ん
に
ち
は
　

げ
ん
き
か
い
」

内
の
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、

人
権
人
形
劇
や
大
型
紙
芝

居
を
上
演
し
ま
し
た
。

　

人
形
劇
や
紙
芝
居
は
動

物
た
ち
の
仲
間
と
の
接
し

方
を
通
し
て
人
権
に
つ
い

て
学
べ
る
内
容
で
す
。

　

園
児
は
真
剣
な
眼
差
し

で
人
形
劇
や
紙
芝
居
に
聞

き
入
り
、
友
だ
ち
と
仲
良

く
す
る
こ
と
、
友
だ
ち
を

思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

能
美
市
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
！

市
内
企
業
27
社
が
参
加
、
自
社
で
働
く
魅
力
を
伝
え
る

10
月
24
日
と
25
日
、
根

上
総
合
文
化
会
館
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松
と
と
も

に
「
能
美
市
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、

市
内
企
業
と
の
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
市
内
の
魅

力
的
な
企
業
の
仕
事
内
容

や
労
働
環
境
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
企
業
の
Ｐ

Ｒ
と
人
財
確
保
支
援
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

24
日
は
、
県
内
５
校
の

高
校
２
年
生
約
４
０
０
名

が
授
業
の
一
環
で
参
加

し
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
各
企
業
は
全
体
Ｐ
Ｒ

や
個
別
ブ
ー
ス
で
の
説
明

を
通
じ
て
、
働
く
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

個
別
ブ
ー
ス
で
参
加
者
に
自
社
を

紹
介
す
る
企
業

11
月
２
日
、
辰
口
福
祉

会
館
で
、
石
川
地
域
づ
く

り
協
会
が
「
人
づ
く
り
・

関
わ
り
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
に
興

味
や
関
心
の
あ
る
方
、
鶴

来
高
校
生
な
ど
約
60
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
基
調
講

演
で
は
関
係
人
口
の
重
要

性
や
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
な
ど
を
学
び
、
そ
の
後
、

参
加
者
が
置
か
れ
て
い
る

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
積
極

的
に
意
見
を
交
わ
し
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
互
い

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
し
た
。

い
し
か
わ
地
域
づ
く
り
円
陣
２
０
２
５

関
係
人
口
を
呼
び
込
み
、
持
続
可
能
な
地
域
へ

能
美
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体

紹
介

キ
ャ
リ
ア
教
育
「
よ
う
こ
そ
先
輩
」

桂
空
治
さ
ん
講
演
会
「
ら
く
ご
っ
て
　

な
に
？
」

10
月
21
日
、
根
上
総
合

文
化
会
館
で
市
内
の
中
学

一
年
生
を
対
象
と
し
た
「
よ

う
こ
そ
先
輩
」
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

落
語
家
の
桂
空
治
さ
ん
(
辰

口
中
卒
業
生
)
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

桂
さ
ん
は
「
落
語
は
想

像
力
で
聞
く
。
そ
れ
は
人

間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」

「
働
く
に
あ
た
っ
て
粘
り
強

く
や
り
続
け
る
と
い
う
、

我
慢
で
き
る
力
を
高
め
て

ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

「
寿
限
無
(
じ
ゅ
げ
む
)
」

で
は
、
想
像
力
で
楽
し
め

る
落
語
の
面
白
さ
を
実
感

し
た
と
と
も
に
、
郷
土
の

先
輩
が
落
語
家
と
し
て
努

力
し
活
躍
し
て
い
る
こ
と

を
生
徒
た
ち
が
誇
り
に
思

え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

市
内
中
学
生
代
表
が
沖
縄
県
恩お

ん

納な

村そ
ん

訪
問
を
報
告

更
な
る
交
流
に
向
け
、
事
業
の
振
り
返
り

10
月
20
日
、
市
防
災
セ

ン
タ
ー
で
、
９
月
に
沖
縄

県
恩
納
村
を
訪
問
し
た
市

うんな中学校や OIST との交流に関する報

告を行う生徒たち

内
３
中
学
校
２
年
生
代
表

に
よ
る
派
遣
団
が
成
果
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

派
遣
団
は
３
泊
４
日
の

行
程
で
恩
納
村
の
文
化
や

歴
史
、
自
然
に
も
触
れ
、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
(
О
Ｉ
Ｓ
Ｔ
)
で
は
最

先
端
の
研
究
や
科
学
技
術

を
学
ぶ
な
ど
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

報
告
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
、
市
消
防
職
員
が

沖
縄
に
ち
な
ん
だ
楽
曲
の

演
奏
を
行
い
、
報
告
は
テ
ー

マ
別
に
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
訪
問
時
は
宿
泊

施
設
、
帰
県
後
は
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

で
準
備
し
た
成
果
を
下
級

生
や
保
護
者
に
披
露
し
ま

し
た
。
ま
た
発
表
後
は
思

い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

が
上
映
さ
れ
、
恩
納
村
に

思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。
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主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

12広報のみ　2025.12広報のみ　2025．1213

問 /上下水道課（☎ 58‐2261 jouge）

気温マイナス４℃以下の日は

水道の凍結にご注意を

　気温がマイナス４℃以下になると水道管が凍結した

り、破裂したりすることがあります。

▶ ▶ 凍結防止の対策

・屋外の水道管には保温材を巻く

・水が糸を引く程度に蛇口を開けておく（水道料金は

　かかります）

・給湯器やエアコンの室外機などの水を抜くか保温する

▶ ▶ 水道管が破裂した場合は

 メーターボックス内にある止水栓を閉め、お近くの

詳しくは市ホームページをご覧ください。

暮らしに関する情報

能美市から
メールアドレスの@以降を省略して表記しています。　

例： koho@city.nomi.lg.jp　→　 koho

お知らせ

水道事業者に修理を依頼（有料）してください。

 水道事業者の紹介については能美市管工事協同組合業

務管理センター（☎55‐1206）へお問い合わせください。

▶ ▶ 空き家の水道も確認しましょう

　長期間留守にした場合や空き家では、給水装置や給

湯器などの破損に気付かずに漏水が拡大し、水道料金

が高額になることがあります。事前にメーターボック

ス内にある止水栓を閉めておくか、長期間使用する予

定がない場合は、水道休止の手続きをしてください。

問 /土木課（☎ 58‐2250 doboku1）

雪の季節になりました

除雪作業にご協力ください

　12 月から３月末まで「能美市道路除雪対策本部」を設置します。市職員による積雪状況のパトロール体制と、市内

外の除雪業者 59 社による除雪体制を整え、冬期の通勤・通学などに支障をきたさないよう努めます。

▶ ▶ 最大の障害は路上駐車です

　路上駐車は除雪作業の妨げになりますので

おやめください。

▶ ▶ 深夜・早朝の除雪作業にご協力を

　除雪作業は主に深夜から早朝にかけて実施します。

除雪車のエンジン音などでご迷惑をお掛けしますが、

ご理解ください。また通勤や通学の時間までに除雪が

完了するよう努めますが、降雪や積雪の状況により作

業が遅れる場合がありますので、ご了承ください。

▶ ▶ 除雪作業後の雪かきにご協力を

　除雪車の通過後、玄関先や車庫の前などを雪の塊で

塞いでしまう場合があります。お手数ですが、ご家庭

や地域で協力して取り除いてください。

スムーズな除雪作業のためご協力ください

▶ ▶ 道路に雪を出すのは危険です

　個人の敷地内の雪を道路へ出すと、通行の妨げにな

るだけではなく、スリップや重大事故の原因にもなり

ますのでおやめください。

▶ ▶ 除雪車に近づかない

　除雪車の周辺は運転手の死角が多くあり、

危険なので絶対に近づかないでください。

▶ ▶ ご自宅まわりの点検を

　道路上にはみ出している木の枝や、車両を乗り入れ

るための敷鉄板などは、除雪作業の妨げになります。

降雪前に、自宅や所有地周辺の点検と対応をお願いし

ます。

排雪場について

　排雪場は積雪が続き、住宅地などで排雪が必要と

なった場合に開設します。開設の際はご案内します。

お出かけ前に「石川の雪みちナビ」をチェック！お出かけ前に「石川の雪みちナビ」をチェック！

県内の積雪、気温情報、道路カメラ

の画像などが確認できます。

※アプリ ｢ マイシティレポート ｣ での除雪の

通報はご遠慮ください。
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か
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ャ
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お
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11
月
10
日
か
ら
14
日
ま

で
、
市
内
小
中
学
校
の
給
食

で
特
別
栽
培
米
が
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
別
栽
培
米
は
化
学
肥

料
・
化
学
農
薬
の
使
用
量
を

半
分
に
し
、
自
然
由
来
の
肥

料
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ど
を
組
み
合
わ
せ
て

作
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れ
た
お
米
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
環
境

保
全
型
農
業
へ
の
理
解
を

促
進
し
、
石
川
県
が
県
内
全

寺
井
小
５
年
２
組
の
児
童
に
特
別

栽
培
米
の
話
を
す
る
竹
本
さ
ん

19
市
町
と
連
携
し
実
施
し

た
も
の
で
す
。
今
回
は
有
限

会
社
た
け
も
と
農
場
の
特

別
栽
培
米
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

13
日
、
た
け
も
と
農
場
の

竹
本
彰
吾
さ
ん
が
寺
井
小

学
校
の
児
童
に
特
別
栽
培

米
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
甘
く
て
お

い
し
い
お
米
を
お
か
わ
り

し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

11
月
８
日
、
観
光
バ
ス

ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
市

内
外
31
名
が
秋
の
能
美
市

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

の
み
検
定
試
験
上
級
合

格
者
３
名
が
ガ
イ
ド
と
な

り
、
豊
富
な
知
識
と
経
験

で
魅
力
を
紹
介
す
る
ツ
ア

ー
で
す
。

　

秋
常
山
古
墳
群
で
は
田

園
風
景
や
日
本
海
、
手

取
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
で
九
谷
焼
や
歴
史
を
満
喫

ガ
イ
ド
付
き
で
能
美
市
の
魅
力
を
再
発
見

を
見
渡
し
な
が
ら
、
約

１
６
０
０
年
前
か
ら
現
代

に
つ
な
が
る
歴
史
ロ
マ
ン

に
思
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を
馳
せ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
狭さ

の野
神
社
や
白

山
遥よ

う
は
い拝

所
、
七
ツ
滝
、
手

取
川
水
害
記
念
碑
、
Ｋ
Ａ

Ｍ
能
美
市
九
谷
焼
美
術
館

|
五
彩
館
|
、
能
美
ふ
る

さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
巡

り
、
市
の
魅
力
を
再
発
見

し
ま
し
た
。

秋
常
山
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墳
群
１
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で
ガ
イ
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が
葺ふ

き
い
し石

を
解
説

11
月
７
日
、
い
い
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の
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(
11
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８
日
)
に
ち
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し
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啓
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と
し
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保
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フ
ッ

化
物
洗
口
を
テ
ー
マ
に
し

た
能
美
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙

芝
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の
お
披
露
目
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
に
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市
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使
「
シ
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ロ
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キ
ャ
ラ
ク
タ
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「
ひ

ぽ
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ず
美
ん
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ぽ

保
育
園
で
能
美
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
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を
お
披
露
目

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
と
共
に
、
む
し
歯
予
防
へ
の
意
識
を
高
め
る

ぽ
能
ん
」
が
登
場
し
、
楽

し
み
な
が
ら
フ
ッ
化
物
洗

口
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
興
味
深
そ

う
に
紙
芝
居
に
聞
き
入
り

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
と
一

緒
に
う
が
い
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
は
、
市
内
認
定

こ
ど
も
園
で
順
次
読
み
聞

か
せ
を
実
施
予
定
で
す
。

各
隊
の
連
携
し
た
消
火
活
動

11
月
９
日
、
Ｄ
Ｓ
Ｇ

Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
(
寺
井

町
)
で
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
は
令
和
５
年

に
神
奈
川
県
厚
木
市
で
発
生

し
た
火
災
を
教
訓
と
し
、
立

体
駐
車
場
に
お
け
る
安
全
か

つ
確
実
な
消
防
活
動
要
領
の

習
得
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

訓
練
は
、
立
体
駐
車
場
に

駐
車
中
の
自
動
車
か
ら
出
火

し
、
溶
融
し
た
燃
料
タ
ン
ク

か
ら
流
出
し
た
ガ
ソ
リ
ン
に

よ
り
延
焼
拡
大
し
た
想
定
で

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

行
方
不
明
の
消
防
隊
員
１
名

の
救
出
を
行
う
新
た
な
想
定

も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
の
救
出
後
、
各
隊
一

斉
放
水
の
体
形
で
一
挙
火
勢

鎮
圧
を
図
る
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

消
火
活
動
が
困
難
な
立
体
駐
車
場
で
の
訓
練

秋
季
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

クマの目撃情報が多発しています。

市では９月に AI（人工知能）カメラ８台を新たに設置し、また山林と住宅の境のやぶ刈りなどを実施しております。

クマの住宅内への侵入を防ぐため、家の窓や、車庫・倉庫のシャッターを閉めてください。

クマを目撃した場合は、できるだけ速やかに農林課（☎ 58‐2256）または能美警察署（☎ 57‐0110）までご連絡ください。

暮
ら
し
の
情
報
(
お
知
ら
せ
)

暮
ら
し
の
情
報
(
お
知
ら
せ
)


